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新春町民マラソン大会

新たなヨ口腹めざして

さわやかに認参＝亜

まちのうごき
（平成3年12月末）

前月比

世帯数　1，211（－
人　口　4，630人（±0
（男）　2，232人（－1
（女）　2，398人（＋1
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（2）

行政だより

総
　
　
　
務

一
日
六
日
、
恒
例
の
江
府
町
消

防
川
出
初
め
式
を
、
今
年
は
雨
天

の
た
め
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
し
た
。

町
会
議
員
を
ど
来
賓
の
見
守
る

な
か
、
田
‖
茂
団
長
が
力
強
く
宣

誓
を
行
い
、
今
年
も
「
江
府
町
火

災
ゼ
ロ
」
　
に
む
け
て
団
員
一
同
誓

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
功
績
の
あ
っ
た
団
員
等

の
表
彰
及
び
表
彰
状
の
伝
達
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
た
団

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称

略
）

◎
江
府
町
長
表
彰

功
　
績
　
章

第
一
分
団

第
二
分
団

団
員

団
員

岡
本
健
二

瀬
島
明
正

二二盛〆　ず㌔
▲消防出初め

勤
　
続
　
章

第
一
分
団
　
団
員
　
浜
本
伸
介

第
一
分
団
　
団
員
　
遠
藤
敏
彦

◎
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
伝
達
）

記
　
念
　
章

本
　
部
　
団
　
長
　
田
口
　
茂

本
　
部
　
副
団
長
　
芦
立
喜
明

第
一
分
団
　
矧
紛
　
白
石
厚
志

◎
鳥
取
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
伝

達
）

功
　
績
　
章

第
二
分
団
　
矧
齢
　
大
岩
勝
実

第
一
分
団
　
団
員
　
浜
本
伸
介

勤
　
続
　
章

第
二
分
団
　
団
員
　
見
山
　
収

民
　
　
　
生

十
二
月
十
三
日
、
山
村
開
発
セ

ン
タ
Ⅰ
に
お
い
て
機
能
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

参
加
者
十
四
名
が
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
と
ケ
ー
キ
造
り
に
挑
戦
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
五
名
に
よ
る
給
食

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
会
食
を
し
て

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

商
工
観
光

十
二
月
二
十
二
日
、
奥
大
山
ス

キ
ー
場
の
ス
キ
ー
場
開
き
盲
お
こ

な
い
ま
し
た
。

雪
不
足
の
た
め
、
ス
キ
ー
は
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
町
内
の
小

学
生
、
中
学
生
を
始
め
一
般
な
ど

約
二
〇
〇
名
が
参
加
し
て
、
ゲ
ー

ム
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

農
　
　
　
林

十
二
月
十
七
日
、
鳥
取
県
水
田

式で記念放水

勤
第
一
分
団

続
　
章

第
一
分
団

第
一
分
団

第
一
分
団

第
一
分
団

班
長
　
安
藤
　
寛

矧
紛
　
白
石
厚
志

班
長
　
大
岩
泰
彦

姓
長
　
安
藤
　
寛

蛙
長
　
河
上
順
喜

◎
西
部
消
防
協
会
長
表
彰

功
　
績
　
章

▲機能訓練教室、クリスマスケーキ、ツリー造りに挑戦

ト
奥
大
山
ス
キ
ー
場
開
き

農
業
確
立
対
策
会
議
に
お
い
て
平

成
四
年
度
転
作
目
標
面
積
及
び
平

成
四
年
産
米
事
前
売
渡
申
込
限
度

数
量
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
江
府

町
の
目
標
面
積
及
び
数
量
は
次
の

と
お
り
で
す
。
カ
ッ
コ
内
は
、
平

成
三
年
度
の
数
値
で
す
。

◎
平
成
四
年
度
転
作
目
標
面
積

一
三
五
・
二
㍍
二
七
二
・
九

㍍
）

◎
平
成
四
年
産
米
事
前
売
渡
申
込

限
度
数
量
（
3
0
頼
甑
袋
）

う
る
ち
米
　
四
三
、
五
三
三
袋

；
一
七
、
六
〇
二
袋
）

も
ち
米
　
二
、
四
七
五
袋

（
二
、
三
三
一
袋
）

合
　
計
　
四
六
、
〇
〇
八
袋

（
三
九
、
九
三
三
袋
）

『診
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第251号

「
み
ん
な
で
、
み
ん
な
の
町
の
福
祉
対
策
を
考
え
る
会
」
が
答
申

福
祉
施
設
（
招
待
用
句
h
わ
＝
）
の

早
期
実
現
を
′

十
二
月
二
十
日
、
江
府
町
水
田

農
業
確
立
対
策
審
議
会
に
平
成
三

年
産
他
用
途
利
用
米
作
況
調
査
に

つ
い
て
諮
問
を
行
い
、
次
の
と
お

り
答
申
を
得
ま
し
た
。

〔
調
整
数
量
〕

う
る
ち
米
　
四
二
二
袋

も
ち
米
　
　
　
二
三
袋

合
　
　
計
　
四
四
五
袋

こ
の
結
果
、
他
用
途
利
用
米
出

荷
数
量
は
、
当
初
の
二
、
八
九
三

袋
か
ら
四
四
五
袋
減
り
、
二
、
四

四
八
袋
と
在
り
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
の
高
齢
社
会
を
目

前
に
、
江
府
町
に
お
い
て
は
六
十

五
歳
以
上
の
人
口
比
率
は
二
十
三

％
と
、
県
下
で
第
三
位
の
高
齢
者

の
町
と
在
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
内
各
種
団
体
の
代

表
を
ど
三
十
人
で
構
成
す
る
「
み

ん
を
で
、
み
ん
な
の
町
の
福
祉
対

策
を
考
え
る
会
」
　
（
加
藤
清
俊
会

長
）
に
諮
問
、
望
ま
し
い
福
祉
施

設
の
建
設
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
答
申
を
得
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

1
、
福
祉
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
的
施
設
は

勿
論
、
更
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
　
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
含
む
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
総
合
的
な
福
祉

施
設
を
早
急
に
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
。当

面
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
及

び
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
基

準
よ
り
面
積
を
増
し
二
、
〇
〇

〇
2
m
以
上
）
、
ゆ
と
り
を
も
っ
た

施
設
又
、
将
来
的
に
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
と
し
て
利
用
で
き
る
総
合

的
を
施
設
の
建
設
が
望
ま
し
い
。

3
、
福
祉
施
設
の
運
営
に
つ
い
て

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
機
構
を

強
化
し
、
全
面
委
託
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

4
、
そ
の
他

施
設
の
建
設
と
共
に
住
民
に
対

す
る
福
祉
の
心
を
育
て
る
社
会
教

育
、
福
祉
教
育
を
推
進
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
精
神
を
高
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
喜
ん
で
参
加
す
る
運

営
と
企
画
に
十
分
配
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。

民
生
児
童
委
員
に

二
名
を
任
命

空
席
と
在
っ
て
い
た
民
生
児
童
委
員
に
、
奥
田
長

寿
さ
ん
と
加
藤
恭
子
さ
ん
が
、
十
二
月
一
日
付
で
厚

生
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
四
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

2
、
建
設
予
定
場
所
に
つ
い
て

町
が
白
住
地
区
に
建
設
を
予
定

し
て
お
り
、
町
の
方
針
に
同
意
す

る
。

町
で
は
こ
の
答
申
を
う
け
て
、

こ
れ
ら
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
向
け
て
、
現
在
、
県
及
び
国
の

各
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、
こ

れ
ら
福
祉
施
設
の
平
成
四
年
度
の

実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

奥
田
長
寿
が
（
柿
原
）

℡
7
5
－
2
4
5
9

〔
担
当
地
区
〕
柿
　
原

加
藤
恭
子
㍉
（
池
の
内
）

℡
7
5
－
2
0
1
4

〔
担
当
地
区
〕
池
の
内
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3 月 1 6 日 ま で所得税の

第251号

2 月17日から

確定申告が始まります

今
年
も
、
二
月
十
七
日
か
ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告
が

始
ま
り
ま
す
。

所
得
税
は
、
自
分
自
身
で
所
得
や
税
額
を
計
算
し
納
付

す
る
申
告
納
税
制
度
を
と
っ
て
お
り
、
確
定
申
告
は
、
税

金
の
精
算
手
続
き
で
あ
る
と
と
も
に
、
昨
年
一
年
間
の
事

業
を
ど
の
収
支
の
総
決
算
で
す
。
事
業
を
営
ん
で
い
る
ん

は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
確
定
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
を
い
人
は
、
所
得
金
額
や
税
額
を
正
し
く
計

算
し
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
を
い
の
に
、
期
限
ま
で

に
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
し
た
り
し
ま
す

と
後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
を
く
、
加
算
税
や

延
滞
税
も
納
め
を
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
在
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
で
お
分
か
り
に
在
ら
な
い
点
は
、
税
務
署
ま

た
は
役
場
税
務
課
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人
の
場
合

一
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
、
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え

る
人

（
所
得
控
除
と
は
、
雑
損
控
除
、

医
療
費
控
除
、
社
会
保
険
料
控
除
、

生
命
保
険
料
控
除
、
損
害
保
険
料

控
除
、
障
害
者
控
除
、
老
年
者
控

除
、
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
、
配
偶

者
控
除
、
配
偶
者
特
別
控
除
、
扶

養
控
除
、
基
礎
控
除
を
ど
を
い
い

ま
す
。
）

（
参
考
）

平
成
三
年
分
の
所
得
金
額
が
、

次
の
額
を
越
え
る
場
合
に
は
申
告

◆
給
与
所
得
の
あ
る
人
の
場
合

①
給
与
の
年
収
が
一
、
五
〇
〇
万

円
を
超
え
る
人

②
給
与
以
外
の
所
得
が
二
〇
万
円

を
超
え
る
人

③
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら

っ
て
い
る
人

④
同
族
会
社
の
役
員
な
ど
で
、
そ

の
法
人
か
ら
貸
付
金
の
利
子
や

不
動
産
の
賃
貸
料
な
ど
を
受
け

取
っ
て
い
る
人

⑤
災
害
減
免
法
の
適
用
を
受
け
、

が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
配
偶
者

に
収
入
が
を
く
、
子
供
が
特
定
扶

養
親
族
に
該
当
し
を
い
場
合
で
す
。

・
独
身
者
の
場
合
　
三
十
五
万
円

・
夫
婦
者
の
場
合
一
〇
五
万
円

・
夫
婦
と
子
供
一
人
の
場
合

一
四
〇
万
円

・
夫
婦
と
子
供
二
人
の
場
合

一
七
五
万
円

を
お
、
社
会
保
険
料
控
除
、
生

命
保
険
料
控
除
や
損
害
保
険
料
控

除
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
こ
の
金
額

に
上
積
み
と
な
り
ま
す
。

給
与
の
源
泉
徴
収
の
猶
予
や
徴

収
さ
れ
た
税
金
の
還
付
を
受
け

た
人

⑥
家
事
使
用
人
の
よ
う
に
源
泉
徴

収
が
行
わ
れ
を
い
給
与
を
も
ら

う
人

＊
昨
年
、
新
し
く
開
業
さ
れ
た
人

や
昨
年
ま
で
申
告
義
務
の
を
か
っ

た
人
は
、
も
う
一
度
所
得
を
確
か

め
て
み
て
下
さ
い
。

感

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



号152第

災
害
等
に
あ
っ
た
と
き
の
税

地
震
、
火
災
、
風
水
害
を
ど
の

災
害
に
よ
っ
て
、
住
宅
や
家
財
な

ど
に
損
害
を
受
け
た
と
き
は
、
①

雑
損
控
除
に
よ
る
方
法
、
②
災
害

減
免
法
に
よ
る
方
法
の
ど
ち
ら
か

有
利
を
方
法
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
、
所
得
税
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
雑
損
控
除
に
よ
る
方
法

〔
原
因
〕
災
害
、
盗
難
、
横
領
に

よ
る
損
失
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

〔
対
象
資
産
〕
生
活
に
通
常
必
要

な
資
産
に
限
ら
れ
ま
す
。
（
た
な

卸
資
産
や
事
業
用
の
固
定
資
産
、

生
活
に
通
常
必
要
で
な
い
資
産
は

除
か
れ
ま
す
。
）

〔
所
得
控
除
額
〕
次
の
イ
と
ロ
の

う
ち
い
ず
れ
か
多
い
方
の
金
額
で

す
。

イ
　
差
引
損
失
額
か
ら
所
得
金
額

の
十
分
の
一
を
控
除
し
た
額

口
　
差
引
損
失
額
の
う
ち
災
害
関

連
支
出
の
金
額
か
ら
五
万
円

を
控
除
し
た
額

〔
参
考
事
項
〕

・
「
損
失
額
の
明
細
書
」
を
確
定

申
告
書
に
添
付
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

㈲
・
損
失
額
が
大
き
く
て
、
そ
の
年

の
所
得
金
額
か
ら
控
除
し
き
れ
を

い
金
額
は
、
翌
年
以
降
三
年
間
に

繰
り
越
し
て
各
年
の
所
得
金
額
か

ら
控
除
で
き
ま
す
。

●
災
害
減
免
法
に
よ
る
方
法

〔
原
因
〕
災
害
に
よ
る
損
失
に
限

ら
れ
ま
す
。

〔
対
象
資
産
〕
損
害
額
が
住
宅
ま

た
は
家
財
の
二
分
の
一
以
上
で
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

〔
所
得
税
軽
減
額
〕

（
所
得
金
額
）
　
　
　
（
軽
減
額
）

●
三
〇
〇
万
円
以
下
　
全
額
免
除

・
三
〇
〇
万
円
超
四
五
〇
万
円
以

下
　
　
　
　
　
二
分
の
一
軽
減

・
四
五
〇
万
円
超
六
〇
〇
万
円
以

下
　
　
　
　
四
分
の
一
軽
減

〔
参
考
事
項
〕

・
損
害
を
受
け
た
年
分
の
所
得
金

額
が
六
〇
〇
万
円
以
下
の
人
に
限

ら
れ
ま
す
。

・
「
損
失
額
の
明
細
書
」
を
確
定

申
告
書
に
添
付
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

⑳
「
差
引
損
失
額
」
と
は
「
損
害

金
額
か
ら
保
険
金
な
ど
で
補
て

ん
さ
れ
る
金
額
を
差
し
引
い
た

額。」

ご利用下さい

納税相談

謬

町
で
は
、
納
税
相
談
を
下
記
の

日
程
で
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

申
告
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で

す
の
で
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
る
人

は
必
ず
そ
の
申
告
書

○
印
鑑

○
給
与
な
ど
の
あ
る
人
は
「
源
泉

徴
収
票
」

○
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
「
被

害
を
受
け
た
住
宅
家
財
の
明
細
書
」

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は

「
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
・
明

細
書
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ

る
金
額
の
明
細
書
」

○
生
命
保
険
料
控
除
・
損
害
保
険

料
控
除
の
あ
る
人
は
「
支
払
い
保

険
料
の
証
明
書
」

○
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
人
は

「
登
記
簿
騰
本
」
　
「
住
民
票
の
写

し
」
「
売
買
契
約
書
」
「
住
宅
取
得

に
係
る
融
資
額
の
残
高
証
明
書
」

会　場　江府町役場二階会議室

期　 日 曜 日 午　　　　　　　　 前 午　　　　　　 後

2

月

2 5 火 営 庶　 業 ・ 譲 渡 ・ 山　 林 9 ：3 0 ～ 1 1 ：0 0 営 庶 業 ・譲 渡 ・山 林 1 3 ：0 0 － 15 ：3 0

2 6 水 荒 田 ・半 の 上 ・宮 ノ前 ・高 谷 8 ：4 0 ～ 1 1 ：0 0 下　 安　 井 1 3 ：0 0 ～ 16 ：0 0

2 7 木 武　　 庫　　　　　　 新　　 道 一ケ 洲　 河　 崎 ・ 一　 旦 〃

2 8 金 助　 沢 ・ 栗 尾 ・ 下　 蚊 屋 ノシ 宮　 市 ・ 宮　 市　 原 ノシ

3

月

2 月 大 河 原 ・ 御 机 ・ 笠 良 原 〃 本　 三　 ・　 本　 四 ク

3 火 本　 五 ク 本　 一 ク

4 水 尾 上 原 ・日 ノ 詰 ・深 山 ロ 〃 池　 の　 内 一ケ

5 木 貝　 田 ケ 杉　 谷　 ・　 袋　 原 〃

6 金 大　 方 ・小 江 尾 ・西　 成 ク 美　 用　 ・　 小　 原 ク

9 月 佐　 川 ク 久　 連　 ・　 本　 二 〃

10 火 吉　　 原　　　　　　 柿　　 原 ケ 新　 一　 ・　 新　 二 一ケ

1 1 水 農　　 業　　 青　　 色　　　 申　　　 告　　　　　　　　　　　　 （終　 日 ）

1 2 木 農　　　 業　　　 青　　　 色　　　 申　　　 告　　　　　　　　　　　　　 （終　 日 ）

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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四角形



6

奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
だ
よ
り
㈹

オ
ー
ス
ト
リ
ア
チ
ロ
ル
州

視
察
報
告
最
終
回

第
六
日
十
月
二
日
（
水
）

こ
の
研
修
で
初
め
て
の
雨
模
様

と
を
っ
た
が
、
ラ
ン
プ
ル
家
の
農

場
視
察
と
ご
夫
婦
と
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
っ
た
。

家
族
は
、
夫
婦
と
長
男
（
十
四

才
）
　
と
祖
母
の
四
人
、
そ
の
他
に

娘
さ
ん
が
二
人
い
る
が
ウ
ィ
ー
ン

と
ブ
ラ
ジ
ル
で
農
業
の
勉
強
中
と

の
話
で
あ
る
。
土
地
は
牧
草
地
十

四
㍍
と
森
林
十
四
㍍
を
持
ち
、
三

十
頭
の
牛
と
七
面
鳥
を
飼
っ
て
い

る
。農

業
は
ご
主
人
が
担
当
し
奥
さ

ん
は
民
宿
、
そ
し
て
祖
母
は
急
傾

斜
の
牧
草
刈
り
と
バ
タ
ー
加
工
、

長
男
は
学
生
で
あ
る
が
朝
・
夕
の

搾
乳
作
業
を
担
当
し
て
お
り
農
業

後
継
者
に
決
ま
っ
て
い
る
。

収
入
は
農
業
が
三
割
、
民
宿
が

七
割
と
在
っ
て
お
り
、
民
宿
に
は

昨
年
九
千
人
の
お
客
を
受
入
れ
、

今
年
の
八
月
は
千
人
が
宿
泊
し
た

と
説
明
を
受
け
た
。
一
泊
は
朝
食

付
き
で
二
〇
〇
シ
リ
ン
グ
。
日
本

円
で
二
五
〇
〇
円
で
あ
る
。

チ
ロ
ル
地
方
で
は
、
民
宿
は
朝

食
の
み
提
供
し
、
夕
食
は
町
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
食
べ
る
。
こ
の
方
法

は
、
合
理
的
だ
と
思
う
。
農
家
は

夕
方
忙
し
く
、
宿
泊
者
の
夕
食
ど

こ
ろ
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ト
チ
ロ
ル
地
方
の
民
族
音
楽
を
瀾
く
。

（
ク
ラ
ム
ザ
ツ
ハ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
）

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
中
で
、
娘
さ

ん
を
農
家
へ
嫁
が
せ
る
の
か
と
の

質
問
に
、
奥
さ
ん
は
「
も
ち
ろ
ん
」

と
笑
い
を
が
ら
答
え
た
の
が
と
て

も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

チ
ロ
ル
地
方
で
は
、
こ
の
様
を

民
宿
が
農
家
の
七
割
あ
り
、
今
後

も
増
え
る
見
込
で
あ
る
。
ま
た
、

収
入
面
で
も
民
宿
の
占
め
る
割
合

が
増
加
す
る
と
考
え
る
。
民
宿
も

町
単
位
で
組
織
化
を
図
り
「
休
暇

は
農
家
で
す
ご
そ
う
」
と
い
う
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
終
え
セ
ー
ラ

ム
テ
ィ
ラ
ー
で
昼
食
を
と
っ

た
。
こ
の
町
は
数
年
前
に
江

府
町
と
の
交
流
先
と
し
て
候

補
に
あ
が
っ
た
町
で
あ
る
。

こ
の
町
か
ら
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ

ク
に
か
け
て
の
景
色
が
江
府

町
に
似
て
い
た
。
午
後
は
イ

ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
で
フ
リ
ー
タ

イ
ム
。

夕
食
は
、
ラ
ン
プ
ル
家
の

あ
る
ク
ラ
ム
ザ
ソ
ハ
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
郷
土
料
理
を
食
べ

た
。
チ
ロ
ル
の
食
事
は
全
体

的
に
塩
辛
い
と
感
じ
た
。
こ

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
主
人

と
息
子
が
民
族
音
楽
を
聞
か

せ
て
く
れ
た
。
楽
器
は
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
と
チ
タ
ー
と
ギ

タ
ー
で
あ
っ
た
。

第
七
日
十
月
三
日
（
木
）

朝
食
後
に
ラ
ン
プ
ル
家
の
宿
泊

記
念
と
し
て
寄
書
き
を
贈
り
出
発

し
た
。

今
日
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
チ

ロ
ル
の
視
察
を
終
え
、
ド
イ
ツ
・

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
経
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
　
（
ベ
ル
ギ
ー
）
ま
で
の
旅
程
で

あ
る
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
宿
泊
し
、

十
月
四
日
午
後
十
二
時
二
十
五
分

発
の
東
京
直
行
便
で
帰
途
に
つ
い

た
。

Soumu
四角形

Soumu
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第251号

視
察
を
終
え
て

こ
の
報
告
書
の
中
で
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・
チ
ロ
ル
州
の
農
業
に
つ

い
て
あ
ま
り
説
明
し
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
視
察
団
員
の
中
に
農
協
か

ら
参
加
さ
れ
て
お
り
、
農
協
広
報

を
通
じ
て
ご
報
告
が
あ
る
と
存
じ

ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
こ
の
視
察
に
大
変
ご

尽
力
頂
い
た
方
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
名
前
は
、
沢
（
ジ
ッ

バ
レ
ル
）
弥
生
さ
ん
で
オ
ー
ス
ト

リ
ア
人
と
結
婚
し
、
現
在
チ
ロ
ル

州
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
効
外
に
住
ま

い
さ
れ
て
い
る
。
職
業
は
公
式
通

訳
で
あ
る
。
今
回
実
施
し
た
視
察

旅
程
の
内
、
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
ま
で
の
重
要
部
分
に
つ
い

て
、
本
町
か
ら
の
視
察
内
容
の
希

望
に
よ
り
、
現
地
で
観
光
局
の
会

談
設
定
、
視
察
先
の
選
定
に
努
力

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
公
式
通
訳

を
初
め
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
も
ご

尽
力
い
た
だ
き
、
無
事
視
察
を
終

了
で
き
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上

げ
る
し
だ
い
で
す
。

こ
の
度
の
視
察
で
チ
ロ
ル
地
方

の
人
々
の
地
域
に
対
す
る
愛
着
と

連
帯
意
識
を
ど
、
近
代
化
さ
れ
た

（
豆
　
知
　
識
）

オ
ー
ス
ト
リ
ア

共
和
国

首
都
　
ウ
ィ
ー
ン

面
積
　
約
八
万
四
、
〇
〇
〇
揖

t7）

日
本
で
は
忘
れ
去
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
人
間
味
を

感
じ
る
と
と
も
に
、
チ
ロ

ル
は
、
ま
さ
に
「
牧
歌
的
」

と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り

で
し
た
。
ま
た
、
初
め
て

の
海
外
旅
行
を
経
験
し
、

国
際
化
時
代
を
ど
と
気
軽

に
使
っ
て
い
る
「
国
際
化
」

と
い
う
言
葉
の
重
さ
を
感

じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
、
こ
の
度
の
視

察
に
関
し
ま
し
て
各
方
面

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対

し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
報

告
を
終
り
ま
す
。

人
口

人
口

密
度

言
葉

宗
教

（
日
本
の
約
四
分
の
こ

約
七
五
八
万
一
、
〇
〇
〇
人

二
九
八
七
年
九
月
現
在
）

一
旭
当
た
り
約
九
〇
人

（
日
本
は
約
三
二
〇
人
）

ド
イ
ツ
語
（
南
東
部
に
ク

ロ
ア
チ
ア
語
あ
り
）

カ
ト
リ
ッ
ク
　
（
約
9
0
％
）

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
約
6
％
）

Soumu
四角形
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（8）

お知与せ

平
成
三
年
度
鳥
取
県
の
最
低
賃
金

鳥
取
県
で
適
用
さ
れ
る
最
低
賃

金
が
左
記
の
と
お
り
新
設
・
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
最
低
賃
金
よ
り
安
い
賃
金

で
労
働
者
（
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー

ト
を
含
む
）
を
使
用
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
に
怒
っ
て
い
ま
す
。
あ

な
た
の
事
業
所
に
適
用
さ
れ
る
最

低
賃
金
と
、
支
払
っ
て
い
る
貨
金

額
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

金年民国

二
十
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

第251号

1．地域別最低賃金
2の産業別最低賃金が適用されをい全労働者に適用されます。

最 低 賃金 の件 名 日　　 額 時 間 額 発 効 年 月 日

鳥取 県 最 低 賃金 3 ，9 7 3 円 4 9 7 円 平 成 3 年 10月 4 日

2．産業別最低賃金
イ　平成3年度に改正されたもの

最低賃金の件名 日　 額 時 間額 発効年 月日

電気機械 器具 製造業最低賃金 4 ，5 96円 5 7 2 円 平成 3 年 12月20 日

ロ　平成3年度に新設されたもの

最低賃金の件名 日　 額 時間額

各 種 商 品 小 売 業 4，381円 5 4 8 円 平成 3 年12月30 日

金額改正　F凍結ハ　 金額 改正 が凍結 され昭和 6 3年度以降現在 まで適 用 されているもの

最低賃金の件名 日　 額 時間額 発効年月 日

食料 品 ・飲 料 ・飼 料製 造業 4 ，0 22円 5 0 3 円

昭和 63 ．11 ．25卸売業 4 ，0 33円 5 0 5 円

小売業（各種商品、飲食料品′傾業を除く） 3 ，8 16円 4 7 7 円

パ ルプ ・紙 ・紙加工品製造業 4 ，0 89円 5 1 2 円

木材・木製品・家具・装備品製造業

（その他の木製品製造業を除く） 4 ，0 62円 5 0 8 円

昭和 6 3．12 ．24

出版・印刷・同関連産業（新聞業を除く） 4 ，0 20円 5 0 3 円

窯業 ・土石製品製 造業 4 ，2 16円 5 2 7 円

機械 ・金属製品等製造業及び自動車整

備業（暖房装置・配管工事用附属品製造
業、その他の輸送用機械器具製造業、
自動車部品・附属品製造業を除く） 4 ，1 68円 5 2 1 円

産業別最低賃金には、18歳未満65歳以上の者、雇い入れ後6カ月未満

で技能習得中の者のほか、業務によっては適用除外とされて、地域最貨

の適用対象と在っているものがありますので、詳細については鳥取労働

基準局又は最寄りの労働基準監督署にお問合わせください。

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
農
業

従
事
者
、
自
営
業
者
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
も
厚
生
年
金
を
ど
に
加
入

し
て
い
を
い
人
、
さ
ら
に
学
生
な

ど
（
第
二
号
被
保
険
者
）
は
、
二

十
歳
に
在
っ
た
ら
必
ず
国
民
年
金

の
加
入
の
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば

在
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
厚
生
年
金
な
ど
の
被
用

者
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人

（
第
二
号
被
保
険
者
）
は
国
民
年

金
の
加
入
の
届
け
出
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
人

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
（
第

三
号
被
保
険
者
）
は
、
第
一
号
被

保
険
者
と
同
様
に
二
十
歳
に
在
っ

た
ら
国
民
年
金
の
加
入
の
届
出
を

し
な
け
れ
ば
在
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
二
十
歳
に

在
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
加
入
手
続
き

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
市
町
村
役
場

の
国
民
年
金
の
窓
口
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

年
金
住
宅
融
資
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
が
納
め
ら
れ
た
保
険
料
は
、
住

宅
の
新
築
、
購
入
、
改
築
な
ど
の

資
金
が
必
要
を
時
、
低
利
で
融
資

さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
利
用
で
き
る
方

●
現
在
、
国
民
年
金
の
加
入
者
で

あ
る
こ
と
（
第
二
号
被
保
険
者

は
除
く
）
。

●
国
民
年
金
ま
た
は
厚
生
年
金
保

険
の
加
入
期
間
が
合
わ
せ
て
三

年
以
上
あ
る
こ
と
。

●
最
近
の
二
年
間
に
保
険
料
の
未

納
が
を
い
こ
と
。

◎
利
用
の
条
件

・
加
入
者
が
取
得
す
る
住
宅
、
土

地
を
担
保
と
す
る
こ
と
。

・
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
を
利
用

す
る
こ
と
。

◎
融
資
金
頼
、
申
込
方
法

・
加
入
期
間
の
年
数
に
応
じ
た
限

度
額
が
あ
り
、
申
込
方
法
等
の

詳
し
い
こ
と
は
、
住
宅
金
融
公

庫
取
扱
い
金
融
機
関
等
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

1㊧

Soumu
四角形
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第251号

妊娠から出産・子育てまで

（9

ド
ラ
マ
な
ど
の
つ
わ
り
の

女
性
が
洗
面
所
に
駆
け

込

ん

で描
嘔号写
吐とで
す’

る
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
に

も
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。

絵
に
な
る
か
ら
で
し
ょ
う
が
、
あ
れ
だ

け
が
つ
わ
り
と
思
わ
れ
て
は
困
り
ま
す
。

う
。
ム
カ
ム
カ
す
る
状
態
は
、
食
べ
て

い
る
と
き
だ
け
消
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
症
状
を
消
す
た
め
に
食
べ
る
の
で

す
。
食
べ
た
こ
と
を
後
悔
す
る
の
で
す

が
、
ム
カ
ム
カ
し
た
く
な
い
た
め
に
、

ま
た
食
べ
て
し
ま
う
　
－
　
こ
の
繰
り
返

む
し
ろ
、
嘔
吐
ま
で
至
ら
な
い

か

ら

こ

そ

つ

ら

い

と

い

う

こ

と

の

ほ
う
が
、
つ
わ
り
に
は
多
い
の
で

す
か
ら
…
…
。

相
談
の
上
位
に
く
る
悩
み

マ
タ
ニ
テ
ィ
電
話
相
談
ベ
ス
ト

5
に
、
つ
ね
に
位
置
し
て
い
る
の

が
　
「
つ
わ
り
の
悩
み
」
で
す
。
つ

わ
り
は
、
終
始
ム
カ
ム
カ
す
る
の

が
特
徴
で
す
。
空
腹
の
と
き
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
食
べ
た
後
も
す

ぐ
に
ム
カ
ム
カ
し
ま
す
。
こ
の
時

期
、
女
性
が
太
っ
た
り
逆
に
ガ
タ

や
せ
し
た
り
し
ま
す
が
、
そ
れ
は

こ
の
症
状
が
原
因
で
起
こ
る
も
の

が
多
い
の
で
す
。

太
る
タ
イ
プ
を
み
て
み
ま
し
ょ

つわクのときに何ができるか

し
が
、
「
つ
わ
り
太
り
」
を
引
き
起

こ
す
の
で
す
。

や
せ
る
タ
イ
プ
は
、
と
に
か
く

食
べ
た
く
な
い
の
で
す
。
食
べ
物

の
に
お
い
自
体
が
（
な
か
に
は
、
ご

飯
の
炊
け
る
に
お
い
す
ら
）
、
嫌
な

の
で
す
。
食
べ
て
も
吐
い
て
し
ま

う
　
－
　
こ
の
繰
り
返
し
で
、
三
～

五
キ
ロ
や
せ
た
と
い
う
人
は
ザ
ラ
。

私
が
聞
い
た
　
「
つ
わ
り
や
せ
」
　
の

最
高
は
、
十
三
キ
ロ
で
す
。

心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
よ
う

さ
あ
、
奥
さ
ん
が
こ
ん
な
状
態

の
と
き
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す

か
？
　
つ
わ
り
の
と
き
、
夫
に
し

て
も
ら
っ
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
と
い
う
ベ
ス
ト
3
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
町
外
食
を
嫌
わ
な
い
　
回
「
た

い
へ
ん
だ
な
ぁ
」
　
と
声
を
か
け
、
背
中

を
さ
す
っ
て
く
れ
た
一
皿
家
事
を
代
わ

っ
て
く
れ
た
、
で
す
。
逆
に
と
て
も
嫌
だ

っ
た
こ
と
の
ベ
ス
ト
S
は
、
回
実
家
に

帰
れ
　
国
帰
宅
が
遅
い
　
凰
浮
気
、
で

す
。
こ
ん
な
と
き
の
浮
気
は
、
女
性
に
と

っ
て
最
高
の
屈
辱
。
一
生
恨
ま
れ
て
も
、

仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

妻
が
つ
わ
り
の
時
期
を
迎
え
た
ら
、

「
あ
な
た
と
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
心
配

し
て
い
る
よ
」
　
と
い
う
、
心
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
伝
わ
る
よ
う
に
、
家
事
の
一
つ

も
手
伝
う
な
ど
の
行
動
を
起
こ
し
て
く

だ
さ
い
。
さ
ら
に
奥
さ
ん
が
、
気
晴
ら
し

に
な
る
よ
う
な
外
出
や
運
動
に
興
味
を

示
し
た
ら
　
（
強
制
す
る
の
で
は
な
く
）
、

積
極
的
に
支
持
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
が
、

つ
わ
り
の
妻
を
も
つ
、
夫
の
現
代
版
理

想
像
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

納　税　相　談
（平成3年分所得税、贈与税、消費税）

と　き　　平成4年2月25日㈹

9時30分～15時30分

ところ　　江　府　町　役　場

〈米子税務署〉

平成4年2月開設
人権、行政、心配ごと相談所
と　き　2月12日（水

午前9時～正午

ところ　江府呵山村開発センター

相談員　安江久夫人権擁護委員
野口　是人権擁護委員

Soumu
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第251号

12月届け
（敬称略）

加
納
　
隆
文

前
田
ゆ
か
り
）

∵

∴

∵

∵

一

米
川
　
　
学

篠
田
　
浩
志

醐
掴
㌍
）

ロ
お
誕
生
お
め
で
と
う

下
蚊
屋
宇
田
川
夏
美

尾
上
原
藤
原
　
美
穂

本
　
五
　
川
端
　
紘
平

肋
　
沢
川
上
　
翔
子

洲
河
崎
影
山
　
夕
姫

∇
こ
結
婚
を
祝
し
ま
す 昭

人
長
女

光
広
長
女

稔
二
男

良
文
長
女

久
志
長
女

岩
垣
　
美
幸

宮
本
　
里
香

長
尾
　
貞
男

加
藤
い
づ
み

森
安
　
直
美

加
藤
　
由
美

加
藤
　
　
巧

濾
遽
　
玲
子

））））

日
南
町
か
ら

佐
川

気
高
郡
青
谷
町

美
用
か
ら

米
子
市

小
江
尾
か
ら

境
港
市

俣
野
か
ら

西
伯
郡
淀
江
町

俣
野
か
ら

境
港
市
か
ら

俣
野

西
伯
郡
岸
本
町

柿
原
か
ら

俣
野

西
伯
郡
岸
本
町
か
ら

㊤㊧㊨㊦㊥⑲

「紳士録」の

掲載・購入契掛は慎重に．′

「
”
○
○
省
“
と
か
”
○
○
県
“

詔
書
と
印
刷
さ
れ
た
も
の
を
見
せ

㌔
ら
れ
て
、
て
っ
き
り
国
、
県
の
機

潤
の
人
だ
と
思
い
、
関
係
し
た
事

象
の
こ
と
や
自
分
の
経
歴
な
ど
を

話
し
た
。
最
後
に
な
っ
て
、
申
込

金
を
請
求
さ
れ
、
は
じ
め
て
紳
士

録
の
掲
載
、
購
入
の
勧
誘
だ
と
わ

か
っ
た
が
、
言
わ
れ
る
ま
ま
に
署

名
、
押
印
し
、
申
込
金
を
払
っ
て

し
ま
っ
た
。
後
で
よ
く
考
え
て
み

る
と
、
高
額
で
あ
り
、
必
要
も
な

い
の
で
解
約
し
た
い
。
」

最
近
、
こ
の
よ
う
を
苦
情
が
県

立
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
数
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
8
日
間
以
内
で
あ

れ
ば
、
書
面
に
よ
り
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
に
よ
る
契
約
の
無
条
件
解
除

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
消
費
者
は

そ
れ
に
伴
う
損
害
賠
償
又
は
違
約

金
を
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
解
約
を
申
し
出
た

と
こ
ろ
、
を
か
を
か
そ
れ
に
応
じ

ず
、
「
手
数
が
か
か
っ
て
い
る
の

で
申
込
金
は
違
約
金
と
し
て
充
当

し
た
い
。
」
と
か
「
分
割
で
返
金

し
た
い
。
」
な
ど
と
い
う
、
問
題

の
あ
る
業
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。紳

士
録
が
本
当
に
必
要
か
ど
う

か
慎
重
に
考
え
、
ま
た
、
購
入
金

額
も
納
得
し
た
う
え
で
契
約
し
た

い
も
の
で
す
。

生
田
　
和
也

江
口
　
順
子

清
水
　
直
人

足
立
　
千
春

林
　
　
靖
幸

山
形
し
お
り

加
藤
　
・
清

高
橋
真
知
子

西
村
　
英
之

中
野
　
明
子

清
水
　
永
司

木
下
　
明
美

森
川
　
誠
治

谷
口
　
寿
子

）））））））

江
尾

滋
賀
県
か
ら

大
河
原

米
子
市
か
ら

岡
山
市

江
尾
か
ら

宮
市
原

米
子
市
か
ら

日
南
町

江
尾
か
ら

佐
川

兵
庫
県
か
ら

大
阪
府

江
尾
か
ら

●
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

下
安
井
宇
田
長
重
9
0
歳
正
輝
宅

小
江
尾
上
田
し
つ
江
6
5
歳
義
明
宅

久
連
関
内
害
7

2
歳
崇
利
宅

日
の
詰
藤
近
雄
8
6
歳
露
子
宅

半
の
上
堀
田
義
信
8
6
歳
縁
宅

仁芸ごニ］

12月中寄託分

□
香
典
返
し
と
し
て

下
安
井
　
　
宇
田
　
正
輝
　
様

（
父
長
重
様
ご
逝
去
）

洲
河
崎
　
　
佐
々
木
忠
司
　
様

（
父
俺
様
ご
逝
去
）

久
　
連
．
関
内
　
崇
利
　
様

（
父
害
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

本
一
　
関
内
き
み
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

富
　
市
　
　
長
岡
　
和
代
　
梯

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
　
清
水
　
祥
香
　
様

（
ご
本
人
梯
退
院
）

新
　
二
　
　
喜
多
　
義
雄
　
梯

（
ご
本
人
様
退
院
）

日
の
詰
　
　
藤
　
　
近
雄
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

西
　
成
　
　
妹
尾
美
恵
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
二
　
　
大
岩
と
し
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
　
末
次
　
秩
子
　
様

（
ご
本
人
梯
退
院
）

宮
市
原
　
　
見
山
　
　
収
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

美
　
用
　
　
高
津
　
雛
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
　
堀
田
　
正
人
　
様

（
ご
本
人
梯
退
院
）

日
の
詰
　
　
坂
U
　
　
実
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

実
　
用
　
　
板
井
　
源
治
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

十
一
日
禾
累
計
額
二
、
二
五
二
、
一
五
五
円

十
二
月
中
寄
託
額
　
三
〇
、
3
0
円

合
　
計
　
二
、
四
至
、
一
重
円

虐
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